
平成 28 年度 第２回学校評議員会     H29.2.23(木) 於：第一会議室 

 

出席者 

菊池・本田・前川・伊藤各評議員 

校長、副校長、事務長、総務・教務・生徒・進路各部長、機械・建築設備各科長 計 13 名 

 

（１）開会（副校長） 

（２）挨拶（校長） 

   本校教育活動への協力に対する御礼。 

   １回目は学校経営計画を示し、今回はその実施結果の報告が中心となる。宮古地区の高校再編計

画の進捗状況の説明。 

（３）報告 

  ア 今年度の宮古工業高校の活動について（校長） 

    平成 28 年度学校経営計画の評価指標資料と、学校評価報告書（案）について報告。 

   校報「山ぼうし」（ダイジェスト版）から学校活動の報告。 

  イ 学校評価について（各部、各科） 

    学校自己評価資料により説明 

   ①生徒による評価の結果（生徒指導部） 

・全体評価としては 0.02 ポイント上昇。個々は大きく昨年度と変わらない。学習について多くの

教員が教材や教え方に工夫をしているとの評価が向上している。 

   ・特別活動において、部活動に熱心に取り組んでいるという自己評価がやや不十分を含めて 50 名

を超えていることに注意が必要。部活動の活性化を含めて全体で考えることが必要。今後、学

校と保護者との情報交換の機会をＨＰやメール等活用しながら増やす。 

   ②保護者による評価の結果（総務部） 

   ・昨年度と比べ４項目が下がっている。評価的には平成 26 年度の水準に戻ったようにみえる。 

   ③教員による評価の結果（副校長） 

   ・学校間交流のうち、金沢北陵高校とは５年間と期間を定めて行っており、来年度で終了予定。 

・基礎学力の向上の面では、家庭学習の習慣化が出来ていない。生徒の授業評価アンケートをみ

ても、家庭学習ができていないことを自ら認識している。適切な課題の出題などを年間を通し

て行う必要がある。併せて、様々な面から教員間の情報共有を図ることが大切である。 

（４）質疑・意見 

伊藤評議員 

  ・基礎学力向上において、特に英語の「授業が分かる」の割合が下がっているが原因は何か。 

 校長 

  ・基礎力確認調査の英語の正答率は下がっていない。生徒と教員の関係づくりをさらに密にし、生

徒自身が英語力向上を実感できる取組が必要と考えている。 

伊藤評議員 

・会社では、外国との取引は英語で行う事がほとんどで、英語の重要性を身にしみて感じている。

社内では学歴に関係なく英語の重要性が問われているので、高校時代に英語力の向上を進めて貰

いたい。 



  前川評議員 

  ・進路の詳しい説明をして貰ったが、中学校側に工業高校の管内進路状況等を説明しているのか。

せっかく就職率も高いのに勿体ない。地元にこれだけ就職している事をもっと親にＰＲした方が

よい。工業高校の入学希望者の少なさは、地元のものづくり産業の根幹に関わる問題である。 

進路部長 

  ・中学校には、本校の進路状況も含めて説明を行っている。アピールはできるだけ丁寧に行ってい

る。管内の生徒数が少ないのも事実。成果としての入学者増加に繋がっていない現状がある。 

菊池評議員 

  ・（前項関連）中学校での高校説明会は、管内の全ての高校が説明するので、1校 15 分程度で行って

もらっている。限られた時間の中での説明であり、中学校としても申し訳なく思っている。説明

の中心は高校生活、学習、部活動など生徒が興味を持つ話になりがちである。また、宮古地区の

中学生のうち、100 名近くが内陸に進学している現実もある。 

前川評議員 

  ・親（保護者）に対しても、工業高校に入ってから就職状況等のよさが分かるのではなく、入学前

に理解して入って貰う方策を探った方がよい。 

本田評議員 

  ・工業高校がすばらしい活動をしていることを、自分も親として子どもを入学させてから分かった

経験があるので、ホームページ等でもっと情報を発信し魅力をアピールするのがよい。 

  菊池評議員 

  ・校長先生中心に、学校目標達成に向けて取り組んでいる様子を知ることができた。山ぼうし（校

報）に取り上げているのは活動の一部だと思うが、たくさんのすばらしい教育活動をされている

と思う。平成 32 年度の高校再編が控えており、その前倒しで商業高校と一緒の活動を計画する際

も、現在の工業高校の生徒を育てる姿勢が受け継がれることをお願いしたい。 

  ・資格取得の目的と意識の向上について、１回目の評議員会でも意見交換がなされ、私が評議員に

なってから常に議論された項目である。資格取得が生徒の目的意識に直結するよう取り組んで貰

いたい。 

  ・職員間の情報共有の在り方が、問題行動の認知や初期対応に大きく影響を与えるが、先生方の多

忙化のために対応が遅れることがないよう適切な対応が求められる。今年度の経験と反省を来年

度に活かすことが大切であると考える。 

（５）平成２９年度学校評議委員について 

  副校長 

  ・菊池、本田、前川の３名の評議員には３年の任期を務めていただいた。後任を推薦願いたい。 

（６）閉会（副校長） 


